
 

2025年 12月 24日 

 

相良
さ が ら

沖
おき

での藻場
も ば

再生に関する 3者連携協定を締結 

～企業による母藻
ぼ そ う

大量移植は県内初／ブルーカーボン吸収・水産振興に向け協働～ 

 

榛南地域磯焼け対策推進協議会（会長 薮田国之）、静岡ガス株式会社（代表取締役 社長執

行役員 松本尚武）、南駿河湾漁業協同組合（代表理事組合長 薮田国之）は 12月 24日、「藻場

再生・保全等に関する連携協定」を締結しました。 

 

▼母藻移植※1         ▼種苗投入※2          ▼啓発イベント（海藻万華鏡づくり） 

 

 

 

 

 

 

磯焼け※3が深刻な課題となっている榛南海域※4の藻場再生に 3 者で連携して取り組みます。

企業が藻場再生活動として母藻の大量移植を行うのは県内初となります。 

 

榛南海域は、かつては国内最大級のカジメ・サガラメ藻場が形成され、それを拠り所とし

た海洋生物が多く生息していましたが、現在は磯焼けにより大部分の藻場が消失していま

す。藻場には貝類、魚類のすみかとしての役割のほか、海底で二酸化炭素を吸収する役割も

あり、近年ではブルーカーボン※5が注目されています。 

 

本協定に基づき、3 者連携で相良沖において母藻移植や種苗投入を通した藻場再生に取り

組むことで、ブルーカーボンの吸収および生物多様性の向上、水産振興に寄与するほか、藻

場の大切さを伝える啓発イベントの開催を通して、広く海洋保全の情報発信も行います。将

来的には二酸化炭素の吸収によってブルーカーボン・オフセット・クレジットを創出し、カ

ーボンニュートラルに貢献するとともに、さらなる藻場拡大に向けて活用していきます。 

 

 榛南地域磯焼け対策推進協議会、静岡ガス株式会社、南駿河湾漁業協同組合は、それぞれ

の強みを生かした協働により、榛南海域における藻場の再生・育成を通じ、豊かな海洋環境

の保全と地域社会の持続的な発展に貢献してまいります。 



 

【協定内容】 

協定名称 藻場再生・保全等に関する連携協定 

締結日 2025 年 12月 24日 

主な活動内容 ・サガラメ、カジメ等の海藻の育成、藻場の再生を目的とした活動 

・藻場保全の理解促進に関する活動や啓発イベント開催、情報発信 

・ブルーカーボン・オフセット・クレジットの創出、推進 

活動エリア 榛南海域（御前崎市・牧之原市・吉田町の 2 市１町に及ぶ沿岸海域） 

            活動海域  ：赤枠部分 

            重点活動海域：太い赤枠部分（相良沖） 

 

 

 

 

 

 

 

【企業・団体概要】 

榛南地域磯焼け対策推進協議会 

設立 1996 年 6 月 13 日 

代表者 会長 薮田国之 

所在地 御前崎市港 6131 

事業内容 漁業資源回復を目的とした藻場の保全活動 

構成員数 南駿河湾漁協漁業者 27 名、静岡県、御前崎市、牧之原市、吉田町、 

（公財）静岡県漁業振興基金 

 

静岡ガス株式会社 

設立 1910年 4 月 16 日 

代表者 代表取締役 社長執行役員 松本尚武 

本社所在地 静岡市駿河区八幡 1-5-38 

事業内容 都市ガスの製造・供給及び販売他 

従業員数 1,466 名※6 (連結) 

 

 

 

出 典 ： 国 土 地 理 院 ウ ェ ブ サ イ ト

（ https://maps.gsi.go.jp/#13/34.666182/138.24680

3/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0

z0r0s0m0f0）標準地図データ、上記を加工して作成 

https://maps.gsi.go.jp/#13/34.666182/138.246803/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0
https://maps.gsi.go.jp/#13/34.666182/138.246803/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0
https://maps.gsi.go.jp/#13/34.666182/138.246803/&base=std&ls=std&disp=1&vs=c0g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0


 

南駿河湾漁業協同組合 

設立 2013 年 1 月 1日 

代表者 代表理事組合長 薮田国之 

所在地 御前崎市港 6131（御前崎本所） 

事業内容 共済事業、購買事業、販売事業、製氷事業、利用事業、指導事業 

構成員数 2,512 名（正会員 311 名、准組合員 2,201 名） 

 

※1 母藻移植…海藻の幼体をダイバーが海底に植え付ける藻場再生方法の一つ 

※2 種苗投入…胞子を多くため込んだ海藻（種）をスポアバッグと呼ばれる生分解性の袋に詰め、船から

海へ投げ入れる藻場再生方法の一つ 

※3 磯焼け…黒潮やそれに伴う海水温の上昇、アイゴ等の植食性魚類による食害により海藻が枯れること 

※4 榛南海域…御前崎市・牧之原市・吉田町の 2 市１町に及ぶ沿岸海域 

※5 ブルーカーボン…海藻をはじめ海洋生態系によって吸収・貯留される二酸化炭素 

※6 2024 年 12 月末現在 

 

【関連リリース】 

2023 年 2 月 17 日発信 

静岡県榛南地域の藻場再生プロジェクトで創出された、静岡県初の「J ブルークレジット」を取得 

（URL：https://www.shizuokagas.co.jp/about/sustainability/news/page_48715.html） 

 

【本件の問合せ先】 

・静岡ガス株式会社 コーポレートサービス本部 総務部 広報担当・中島 

TEL：054-284-7986  

・南駿河湾漁業協同組合 御前崎本所 総務部 総務課・松本 

 TEL：0538-63-3111 

 

 

以上 

https://www.shizuokagas.co.jp/about/sustainability/news/page_48715.html

